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第1国 対象地域の概要  
（鉱山の位置は富岡政治氏の御教示による）  
－83－  




















様子を知ることができる 。また「掘出し」「間歩」  
といった表現が用いられていることから，慶長期  
の探鉱には，坑道掘りの技術が用いられていたよ  






















Ⅱ 慶長期以前の鉱山業と集落の形成  


































































にはここにも屋敷があったことが推察される。   
集落の周辺には，わずかな耕地が止こがっている。  
1栃の平 2長とろ 3松葉上 4井戸沢 5半右衛門屋敷上 6屋敷轟  
7義兵衛屋敷前 8市郎兵衛屋敷前 9川原畑10登戸 ‖葉木坂12屋敷脇  
第2回 申津川薬務局辺における検地帳記載地名の分布  
（山中梅次氏所蔵「中津川村検地水帳」に記載されている地字名を，専鳥敬一一氏  
所蔵「麗政三年中津川村絵図」および聞き取りによって比定）  
鵬85－   
第1表 集落付近の地字ごとの耕地分布  
（元禄10年）  
地 字   中 畑  下 畑  下々畑  】ヒ木畑   
宮の向   0筆  2筆  11筆  1筆   
宮の平   2   9   0   0   
富  沢   0   0   12   0   
市郎兵衛屋敷前  2   0   0   
西の向   0   4   5   い   
川 原畑   3   3   0   
東  平   5   9   2   U   
桃の久保   0   2   12   0   
半右衛門屋敷前  0   0   2   0   
尾久保   0   0   1∠l   0   
猿  市   0   2   16   
屋敷の脇  14   0   0   
屋敷前   6   伊   0   
屋敷塞   10   0   0   0   
窟兵衛屋敷前  3   2   い   
写真1 中津川西平集落の家屋と旧道  
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a）西 平  
N  
皿家屋 」」畑地   上山林   
















に任され，林産物の採取 加二1二や焼畑耕作に用い  











写真2 字「宮の向」における斜面を利用した畑地  
















第4図 中津川村における元禄検地名請人別の所有耕地・屋敷両横  
（山中梅次氏所蔵「中津川柑検地水帳」より作成）  
第2表 中津川村の稼山において生産が  
許可された品目（享保18年）  
郡小森柑江山出致し，右之外之場所へ一切山出シ不仕   
候旨書付差出シ健二付，自今も右両口汀者可差出候，   
信州・甲州其外他村へ出し候か又ハ他村之者卜山稜馴   












Ⅱ 鉱山開発の再開と山稜ぎの展開  
1）中津川村地内における鉱山開発の再開   
正徳元年（1711）と元文5年（1740）に，水没して  
いた桃の久保本舗に排水工事が施されたが，この  
品 目   長 さ   原  木   
挽  板  3～6（尺）   桂・沢栗・樅・栂   
笹  板  1■8～1，・9（尺）  
羽子板  檜・桂・樅・姫子   
1～2．5（尺）   
木地椀  栃・槻   
木地挽物  栃・槻   
樹木  朴  
岩茸  














































































た17J 。金山ほ，豊明和3年から明和5年まで稼  











－89 鵬   
第3表 中津川村地内の鉱山開発（天明2年一義永5年）  
年   場 所（鉱物）   願  人   金  主   





？（金・銀）  喜兵衛  
輪名妓沢（銀・鉛）  書兵衛  
1785（天明5）   書兵衛   
1786（天明6）  後 山（銀・鉛）   喜兵衛   
1790（寛政2）  ？（銀・鉛）   桧四郎   
1餌1（寛政13）  桃の久保（金）   書兵衛・寮八   
1806（文化3）  
藤右衡門  





1819（文政2）  飯島幾右衝。（〃，  
1820（文政3）   佐右衛門  
柑25（文政8）  ひら平（銀・鉛）   審兵衛   
（ ，  
1828（文政11）  茂市  直七（上州邑楽郡梅原村）  
ひら平（銀・鉛）   ←  
1839（天保10）   
（ 
（駆品州  
1843（天保14）  炭屋平兵衛・伊勢康平作（江戸）  
（銀・鉛）  
ひら平滝下（銀・鉛）   川口率蔵（江戸田町）  








1851（姦永4）  炭屋平兵衛・伊勢屋平作一江デり  
小倉沢（鉛）   中津川村村役人連名   正田利右衛門（野州佐野）  
1852（轟永5）   ←  
ヲロ沢・深沢（鉛）  （上州甘楽郡砥沢村）  
ほ 
）  ←   （言警の沢（鉛，   
（章島敬一1■氏所蔵「鉛山記録」．山中梅次氏所蔵諸文藩より作成）  
往：り内は出身地．記載が無い場合は中津川村民を示す．   
金主の欄の←印は，金主が願人と同一人物であることを示す。  





























当成年（寛政2年）貴殿（松国郎）切替場所こ而銀鉛こ茂   
吋相成哉之山色被乱立候∴付先達而御願被差Ⅲ候軋   
願通百五拾日之間間鳳被仰付候ハ、願人之身＿付初願   
百五拾ヒ・J之内ハ輿殿勝手次範稼吋被致筈，御日限切候   
柊′、柑咄1対談之上御願差損井こ地代等ハ相中相談ヲ以   
割合候筈．勿論壱人1ンニ之御願等差出間数筈，尤先間   






第5図 寵政期における中津川柑の耕地と家屋の分布  
（率島敬一氏所蔵「魔政三年中津川柑絵図」より作成）  





































右ほ当村稼山之内こ両前々♂人品之稼被仰付来り候   
処木品茂不足こ罷成，寸尺之儀茂先年御定二品者不自   
由二而捌方不宜候間，此度木品井寸尺相増八色之外下   
駄木・棒木・鳥謝（とりもち）稼之義新規御免相願御   
年貢永之義も此度壱〆四百五拾文相増奉願候処，御   





































－92－   
行にあたって，廃兵衛と金主の間には次のような  
議定が交わされた。  
敢殿（露兵衛）御公儀榛汀目数百日問質加永和附閉掘   
御願立被成候処，自力∴紙槻相成兼候趣二＿付出金入用   
向御頼被成候＿イ寸，を川我等連r巨策如何御人用出金・同   
出精什往々御‘宝11ト山取、‡小‡り味，尤歩合之盛者石山諸   























先分一一・， または射一一）を得るのみの立場になった  
のであった。  
2）鉛商人の進出と鉱山会所の設立   





馬町の金物間鼠 中嶋境涯七に売り渡された。天  





Ⅳ 沿鉱山の開発と鉛問屋の進出  
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也」と記されているように，犬養に鉛を出鉱した。   
第6図は嘉永5年に，字ひら平の範囲について  
役所に上申した際に添えられた絵図面を模写した  
















た。   
弘化2年12月には，喜兵衛と金主たちとの間に  
新たに次のような議定が交わされた。  
貴殿御村地内鉛山字飛ら平・六助沢・狩掛沢三ヶ所   
之義は先達村方示談行届健二付，稼方之義一旦休山を   






切替畑   
第6囲 ひら平鉛裾付近絵図（森永5年）  
丹昭敬▲・氏所蔵「窺永瓦年中緒川柑鉱山絵図」より作成）  
－94 －  















































































－95－   
いては，秩父地域の出身者が開発の中心となった。  
中津川村でも，名主の2家と小前百姓の松四郎家  






























































































付 記  
現地調劇二際しては，大滝村中津川地区の方々に   
温かい御助力をいただきました。事由敬【一，l＝中梅   
次両氏には教義な史料を閲覧させていただきました．｝   
御多忙中にも関わらず，大場村役場の方々や仲榊村   
役場の高橋稔氏には，登料収魔の便宜を図′Jていた   
だきました。また，立教大学大学院の富岡政治氏に   
は費重な御助霹を頂きました。なお，筑波大学比較   
文化学類の近藤佳美，人文学櫓の江尻人介の両氏に   
は，平成2年度の歴史地理学実習において，調査の   
労を共にしていただきました。ここに記して深く感   
謝申し上げます。  
よるものと思われる。「鉛山記録」の前半部分の原   
型になったと考えられるものに，「中津川村金山初   
旧記」（大滝村誌資料調査委貝会編（1987）：『大滝   
村誌』資料編11，58～60所収）がある。なお，「鉛   
山記録」は，大滝村誌資料調査委員会編（1987）：『大   
滝村誌』資料編11，および大滝村数育委員会他編   
（1985）：「大滝村の文化財資料（6）に，「鉱山記録」   
として収載されている。また，埼玉県（1990）：『新   
編埼玉県史・資料編16 近世7 産業』にも「銀   
山記録」の表題で収載されている。  
4）田中圭脚一（1986）：『佐渡金銀山の史的研究』，刀水   
書房，3ページ，  
5）小葉田淳（1973）：『日本鉱山史の研究』，308ぺ－  
ヽ 予  
ン．  
6）逸見家老所の供養塔の碑文に「清和8代孫甲斐源   







9）近世期の中津川村には中津川とその分郷である中   
双里の2集落があったが，Ⅱ車1節に述べたよう  




この水帳は名寄形式にまとめられており，成立年   























2）今井秀喜（1973）：『日本地方鉱床誌・関東地方』，   
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摘j 日本学士院礪（1982）：『明治前日本鉱山技術発達  















魔政3年‖791）に松四郎と久四郎兄弟が，父親の   
彦市の特高3斗5升を均分相続したことがわかる。  

















31）渡辺渉園著「秩父Fl記」慮永針頃成ル．。†最新㌦   






れるようになったことがわかる｛j 暫1人鳩柑．1己．或東田  
碗11，299～3（〕0参月軋  
33＝1沖梅次氏所蔵「乍恐劇牒旺川鍋軋＝阻1（窺永5年） 
ー98－   
